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研究成果の概要（和文）：本研究は、戦略的管理会計の視点からサプライチェーンにおけるリスクへの対応及び
評価について明らかにすることを目的としたものである。当初は東日本大震災による影響を中心としていたが、
期間中に世界的に影響を及ぼした新型コロナウイルスにより企業が被った被害もまた、大規模かつ広範に影響を
及ぼすという点で災害との類似性があることから、研究対象に含めて研究を行った。文献レビュー、データ分
析、国内外の企業に対するインタビュー調査等を実施し、業種ごとの特徴や個別企業の取り組みを多角的に評価
した。

研究成果の概要（英文）：The purpose of this study was to clarify the response and assessment of risk
 in supply chain from a strategic management accounting perspective. Initially, the study focused on
 the impact of the Great East Japan Earthquake, but the damage suffered by companies due to the 
COVID-19, which had a global impact during the period, was also included in the scope of the study 
because of its similarity to disasters in terms of large-scale and widespread impact. A literature 
review, data analysis, and interviews with domestic and foreign companies were conducted to evaluate
 the characteristics of each industry and the efforts of individual companies from various 
perspectives.

研究分野：管理会計

キーワード： 管理会計　サプライチェーン　リスクマネジメント
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研究成果の学術的意義や社会的意義
研究開始時点では、管理会計分野において災害のようないわゆるイベントリスクへの対応や管理といったテーマ
は十分な研究の蓄積が進んでおらず、萌芽的な段階にあった。その理由として、突発性や予測の困難さに起因す
る管理可能性の低さが挙げられるが、現代企業にとってこの種のリスクは決して看過できないものとなってい
る。本研究を通じて明らかとなった業界ごとの傾向や個別企業の先進的な取り組みは、今後のイベントリスクへ
の対応を検討する上で一助となるものと考える。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 
 

2011 年の東日本大震災をきっかけに、サプライチェーンという語が近年再び注目されるよう
になった。ただし、我が国において 2000年前後に話題となった際は企業間の全体最適化が主た
るテーマであったのに対し、2010年代はサプライチェーンの途絶や崩壊といった文脈で取り上
げられていた。 
申請者の研究分野である管理会計の領域において、リスクを対象とした研究の多くは、業務遂
行や戦略実行時の不確実性や変動について検討したものであり、災害のような危機への対応や
管理といったテーマはこれまであまり中心的には扱われておらず、萌芽的な段階にあった。 
 
 
２．研究の目的 
 
上記のような背景を踏まえ、本研究では主として戦略的管理会計の視点から、サプライチェー
ンにおける災害等のリスクへの対応及び評価について考察することを目的とした。特に、リスク
対応・評価の実態把握と将来の事業戦略への影響、管理会計情報の利活用の可能性について検討
を行った。また、研究期間中に世界的に猛威を振るった新型コロナウイルス感染症は、多くの企
業に甚大な被害をもたらすこととなった。感染症による被害の特徴として、地震のように発生時
点にピークがくるタイプのリスクとは異なり、長期化、深刻化する点が指摘できる。突発性や影
響規模の大きさなどいくつかの点で災害リスクとの類似性が見られることから、研究期間の延
長を申請して考察した。 
 
 
３．研究の方法 
 
(1)管理会計研究におけるリスクについて 
 文献レビューを通じて、リスクないしリスクマネジメントといった語句が用いられるコンテ
クストについて検討を行った。併せて、サプライチェーンマネジメント、オペレーションズリサ
ーチ、ロジスティクスマネジメントといった、管理会計と隣接する領域の研究についてもレビュ
ーを行った。 
 
(2)災害等のリスクに対する企業行動について 
 はじめに、産業別の傾向や特徴を明らかにすることを目的として、財務諸表の時系列分析を実
施した。その後、分析結果から推察されるいくつかの事象について、追加的な分析とインタビュ
ー調査を行った。 
 
 
４．研究成果 
 
(1)管理会計研究におけるリスクについて 
 従来の管理会計研究におけるリスクとは、研究背景においても示したように、業務遂行時や戦
略実行時の不確実性や変動といった、発生の予測や規模の見積もりがある程度可能なものを指
すことが多かった。その認識ないし測定を目的とした研究には一定の蓄積が見られたが、具体的
な評価方法や評価指標については必ずしも十分に示されていなかった。 
 また、隣接領域の文献レビューの結果、特に物流やサプライチェーンマネジメント分野の研究
において、輸送用機械器具産業や食品メーカーなどいくつかの産業において、リスクに対する在
庫管理が大きな課題となっていることが示唆された。 
 
(2)災害等のリスクに対する企業行動について 
 財務諸表および公表資料の分析から、東日本大震災以降複数の企業において、従来の在庫管理
とは異なる考え方が実務上にみられることが示唆された。我が国の製造業においては、いわゆる
トヨタ生産方式に代表されるように在庫の削減及び低水準での維持を目標とし、実現できてい
る企業が少なくない。しかしながら、震災によるサプライチェーンの断絶や生産停止、それに伴
う顧客の喪失といった可能性を踏まえ、あえて一定程度の在庫を保有する、あるいは水準を従来
よりも引き上げることを選択した企業の存在が示唆された。具体的には、畜産加工、製粉試料、
調味料、油脂石鹸、医薬品といった産業において、従来とは異なる在庫推移の特徴が見られた。
これらの産業はいわゆる B to C の産業であり、サプライヤーから最終製品メーカーにいたるサ
プライチェーン全体で在庫の増加が見られた。一方で、当初研究対象として注目していた工業製
品製造業においては、最終製品メーカーでは統計的に有意な増加傾向が見られなかったのに対



し、サプライチェーンの上流から中流に位置する、いわゆる B to B 企業において在庫の増加傾
向が見られた。 
 こうした傾向についてインタビュー調査を通じて国内外の個別企業の取り組みから検討しよ
うと試みたが、新型コロナウイルスのまん延に伴いこうした調査の実施が困難となった。また、
本研究の目的に鑑みて、感染症に対する企業のマネジメントは災害に対するそれとの類似性が
認められること、喫緊の課題であることから、調査範囲を拡大して研究を行った。 
 感染症による影響の大きさなどを考慮し、航空業界に対するインタビュー調査および公表資
料の検討を通じて、同業界において広く実施されているレベニューマネジメント（購買者の価格
に対する反応を予測しつつ在庫を最適化し、最大の収益を生み出すための経営手法）がどのよう
に活用されたか考察した。その結果、収益最大化に向けたより柔軟な対応、リスクの分類とその
マネジメント方法および優先度の設定、事業構造改革を含むアフターコロナを見据えたビジネ
スモデルの構築などの取り組みが実践されていることが明らかとなった。 
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